
平成 27年 8月27 日

市民が安全、安心、快適に生活できる道路空間の構築

平成21年度　～　平成25年度　（5年間） 可児市

・道路に対する市民満足度を向上させる。
・道路整備率を0.4％増加する。

（H21当初） （H23末） （H25末）
① 歩道整備率を0.4％増加する。

歩道整備済延長／実延長 16.6% 16.8% 17.0%

② 道路に対する市民満足度を向上させる。
アンケート調査の｢生活道路の整備状況」について、「満足できる・まあ満足できる」と答えた割合

③

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

平成27年4月～平成27年8月

市ホームページ、土木課窓口および市内連絡所で公表を実施。

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業者 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H21 H22 H23 H24 H25

11-A1 道路 一般 可児市 直接 268

11-A2 道路 一般 可児市 直接 43

11-A3 道路 一般 可児市 直接 92

11-A4 道路 一般 可児市 直接 731 H26まで

11-A5 道路 一般 可児市 直接 171

11-A6 道路 一般 可児市 直接 322 H26まで

11-A7 道路 一般 可児市 直接 22

11-A8 道路 一般 可児市 直接 20

11-A9 道路 一般 可児市 直接 29 H26まで

小計（道路事業） 1,698

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

11-C1 施設整備 一般 可児市 直接 5

11-C2 計画・調査 一般 可児市 直接 19

合計 24

番号 備考

11-C1

11-C2 橋梁の長寿命化を図り、道路網全体の安全性を向上させる。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

29.6% 32.0% 35.0%

（他）2275号線他2路線

（1）30号線西可児大橋　他

（1）56号線

定量的指標の現況値及び目標値

（1）31号線　他

（1）41号線

(他）3187号線他 市内各所　

(他）3187号線他 市内各所　

歩道修繕L=2750ｍ

（他）2211号線 歩道整備　L=486ｍ

舗装修繕L=4320ｍ

舗装修繕L=290ｍ

防犯灯を設置することにより、安全な道路空間を創出する。

可児市

防犯灯設置

可児市

庁内ワーキングによる案策定後、第三者である学識経験者からの意見聴取を実施。

1.4%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ等の交通安全施設の設置修繕　新設50基　修繕150基

塗装修繕　N=4橋

可児市

可児市

可児市

社会資本総合整備計画（活力創出基盤整備）　事後評価書（中間評価書）
計画の名称

計画の期間 交付対象

1,698百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 24百万円

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合
Ａ

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

安心、安全で快適な道路整備を行う。

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式

1,722百万円

（1）34号線

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事後評価（中間評価）の実施時期

番号 事業者 事業内容
市町村名

港湾・地区名
要素となる事業名

橋梁長寿命化計画策定

市内各所　新設240基

対象橋梁数　N=75橋

可児市

可児市

要素となる事業名

事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）

可児市

可児市

可児市

可児市

橋梁耐震　2橋

道路改築L=1470ｍ

事後評価（中間評価）の実施体制

公表の方法

番号 事業者

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

歩道整備L=960ｍ



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

橋梁長寿命化計画の立案により、防災面での機能向上が期待される。
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・ 防災安全交付金を活用して、今後も継続的に舗装修繕や横断歩道橋の耐震補強等および橋梁長寿命化計画に基づく橋梁整備等を計画的に実施し、防災安全面の向上を図る。

道路に対する市
民満足度

目標値どおりの実測値。

35.0%

45.9%

歩道整備済延長
／実延長

・道路整備等の計画的な実施により、歩道延長の着実な増加と市民の生活道路に対する満足度の向上が図られ、定量的指標が達成されている。

17.0%

17.1%

「道路に対する市民満足度（生活道路の整備状況の満足度）」は45.9％であり、目標値（35.0％）を上
回っている。
本事業を実施する以前（平成21年当時）と比較して、「生活道路等の整備状況」が良くなった・やや良く
なったと答えた割合は53.2％であり、半数以上が生活道路の整備水準向上を実感していることから、評価
時点（平成27年度）での「生活道路の整備状況の満足度」が比較的高くなったと考えられる。



（参考様式３）　　（参考図面）活力創出基盤整備
計画の名称 11.市民が安全、安心、快適に生活できる道路空間の構築
計画の期間 平成21年度～平成25年度　（5年間） 可児市

※ 11-A8　ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ等の交通安全施設の設置修繕（市内各所）

11-C2  橋梁長寿命化計画策定

交付団体

11-C1　防犯灯（交通安全灯）設置（市内各所）
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